
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
等
」
交
渉
に
つ

い
て
、
８
月
25
日
に
１
回
目
、

９
月
12
日
に
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
行
っ
た
。

【

１

回

目

】

《
要
求
の
主
旨
を
説
明
》

本
部
は
８
月
10
日
に
、
総

合
労
働
協
約
改
訂
に
関
す
る

１
０
０
の
要
求
項
目
を
申
第

１
号
と
し
て
会
社
に
申
し
入

れ
た
。

８
月
25
日
に
行
っ
た
１
回

目
の
交
渉
で
は
「
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
と
第
７
波
を
受
け
、

経
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

が
、
各
職
場
で
も
感
染
が
広

ま
る
中
、
組
合
員
は
使
命
感

と
責
任
感
で
会
社
を
支
え
、

多
客
輸
送
も
勤
務
変
更
や
超

勤
で
何
と
か
対
応
し
て
い
る
。

今
般
労
働
組
合
と
し
て
も

『
誇
り
を
持
ち
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
』
の
観
点
か
ら
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
『
人
財

確
保
』
の
た
め
に
は
労
働
条

件
の
改
善
は
必
須
。
要
求
項

目
の
検
討
を
強
く
求
め
る
」

と
訴
え
た
。

ま
た
、
主
旨
説
明
の
後
、

①
新
人
事
賃
金
制
度
、
②
エ

リ
ア
採
用
の
２
点
を
議
論
。

①
に
つ
い
て
「
55
歳
以
上
の

基
本
給
支
給
率
の
改
善
、
65

歳
定
年
制
度
の
導
入
を
見
据

え
、
新
人
事
賃
金
制
度
の
検

討
も
急
務
。
長
く
働
く
こ
と

が
選
ば
れ
る
よ
う
制
度
設
計

し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
議

論
の
早
急
な
ス
タ
ー
ト
は
必

須
」
と
訴
え
、
②
に
つ
い
て

も
「
離
職
要
因
の
一
つ
で
あ

る
転
勤
へ
の
対
策
と
し
て
、

エ
リ
ア
採
用
実
施
に
よ
る
人

財
確
保
を
図
る
べ
き
」
と
問

題
提
起
し
た
。

《
基
本
賃
金
改
善

の
回
答
》

申
第
２
・
３
号
で
申
し
入

れ
た
準
組
合
員
（
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
及
び
契
約
社
員
）
の

賃
金
引
き
上
げ
に
関
し
、
会

社
よ
り
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員
の
基
本
賃
金
に
つ
い

て
は
今
年
度
の
改
定
は
行

わ
な
い
」
「
契
約
社
員
の

基
本
賃
金
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
基
本

賃
金
改
定
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

社
員
の
基
本
賃
金
改
定
及

び
適
用
ラ
ン
ク
を
一
部
改

正
す
る
」
と
の
回
答
が
示

さ
れ
た
。

組
合
は
「
一
部
職
種
の

改
善
は
、
職
務
内
容
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
基

本
賃
金
の
前
提
を
変
え
て

し
ま
う
」
と
指
摘
し
、
一

律
増
額
及
び
改
め
て
整
理

す
る
必
要
性
を
強
く
示
す
と

と
も
に
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組

合
員
の
貢
献
度
を
踏
ま
え
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
の
た
め
に
一
時
金
係
数

を
撤
廃
な
い
し
は
改
善
に
つ

い
て
前
向
き
な
検
討
を
要
請

し
た
。

交
渉
終
了
後
、
持
ち
帰
り

業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し

「
準
組
合
員
の
賃
金
引
き
上

げ
」
に
つ
い
て
一
部
改
善
が

図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
妥
結
し
、

会
社
か
ら
示
さ
れ
た
「
エ
キ

ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
雇
用
条

件
改
善
（
雇
用
期
間
の
原
則

５
年
一
括
契
約
）
」
に
関
す

る
提
案
に
つ
い
て
も
、
手
続

き
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
求
め

た
上
で
妥
結
し
た
。

【

２

回

目

】

《
会
社
が
示
し
た

考
え
方
に
つ
い
て

議
論
》

９
月
12
日
に
行
っ
た
２
回

目
の
交
渉
で
は
、
会
社
の
現

時
点
で
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
個
別
の
項
目
に
つ
い
て

議
論
を
行
っ
た
も
の
の
、
組

合
と
会
社
と
の
認
識
の
違
い

は
大
き
く
、
議
論
は
平
行
線

と
な
っ
た
。

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
。
会
社
よ
り

繰
り
返
し
「
経
営
環
境
の
厳

し
さ
」
「
先
行
き
の
不
透
明

さ
」
を
理
由
と
し
て
改
訂
で

き
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
も
の
の
、
離
職
問
題
へ
の

対
処
、
将
来
の
経
営
自
立
に

向
け
た
人
財
確
保
を
成
し
遂

げ
る
に
は
、
よ
り
踏
み
込
ん

だ
全
社
的
な
議
論
が
必
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
粘
り
強
く

交
渉
を
展
開
し
、
明
る
い
未

来
へ
向
け
て
協
議
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

主
な
交
渉
内
容
は
次
の
と

お
り
。

①
新
人
事
賃
金
制
度

55
歳
以
降
の
基
本
給
支
給

率
減
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

る
。
将
来
の
不
安
払
拭
、
人

財
確
保
の
た
め
に
も
議
論
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
。

②
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の

確
保

エ
リ
ア
採
用
の
実
現
に
係

る
課
題
が
あ
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
転
勤
が
離
職
要
因

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

人
財
確
保
の
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
。

③
労
働
時
間
短
縮

働
き
方
改
革
を
進
め
る
に

は
系
統
別
の
議
論
が
必
要
。

主
管
部
と
検
討
さ
れ
た
い
。

④
年
間
休
日
数
増

長
期
的
な
影
響
が
あ
る
こ

と
は
理
解
す
る
。
一
方
で
踏

み
込
ん
だ
検
討
を
進
め
る
と

の
考
え
方
も
示
さ
れ
、
組
合

員
の
期
待
感
も
踏
ま
え
早
期

に
実
現
す
べ
き
。

⑤
手
当
の
新
設
・
拡
充

業
務
内
容
等
を
勘
案
し
て

改
善
さ
れ
た
い
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
３
、
４
を
参

照
）ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂

等
」
交
渉
は
、
９
月
５
日
に

第
１
回
目
の
交
渉
を
開
始
。

８
月
22
日
に
申
第
４
号
及
び

申
第
５
号
で
会
社
に
申
し
入

れ
た
要
求
内
容
の
実
現
に
向

け
て
主
旨
説
明
を
行
い
、
前

向
き
な
回
答
を
強
く
要
請
し

議
論
し
た
。

《
環
境
整
備
を

強
く
要
請
》

交
渉
で
組
合
は
「
経
営
環

境
は
、
収
束
の
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
る
う

え
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社

会
変
容
に
伴
う
今
後
の
需
要

動
向
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
足
も
と
で
は
燃
油

価
格
の
高
騰
も
響
き
、
極
め

て
厳
し
い
要
素
が
幾
重
に
も

重
な
る
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
の
担
う
べ
き
社
会
的
使
命

を
果
た
し
続
け
る
た
め
に
は
、

安
全
・
安
心
輸
送
を
支
え
る

組
合
員
の
力
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
組
合
員
が
入
社
か

ら
退
職
ま
で
生
き
生
き
と
働

き
続
け
る
た
め
に
は
、
職
場

の
活
性
化
と
勤
労
意
欲
の
高

揚
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
総
合
労
働
協
約
の
改
訂

に
よ
る
労
働
条
件
改
善
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
」
と
訴
え
た
。

《
粘
り
強
く

交
渉
を
継
続
》

組
合
は
持
ち
帰
り
業
務
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
「
諸

制
度
の
改
善
」
及
び
「
準
組

合
員
の
賃
金
引
き
上
げ
」
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
交
渉
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
№

16
を
参
照
）

総
合
労
働
協
約
改
訂
等

団
体
交
渉
ス
タ
ー
ト
！

「
人
財
確
保
」
に
は
労
働
条
件
の
改
善
が
必
須
！

誇
り
を
持
ち
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
粘
り
強
く
交
渉
を
展
開

交渉に臨む団体交渉委員８名

Ｊ
Ｒ
四
国

８
月
６
日
（
土
）
13
時
よ

り
、
本
部
１
階
会
議
室
に
て

第
２
回
本
部
執
行
委
員
会
を

開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委
員
会

・
８
６
０
０
系
特
急
電
車
の

修
繕
作
業
中
に
発
生
し
た

「
感
電
に
よ
る
傷
害
事
故
」

（
青
女
）

・
第
30
回
定
期
委
員
会

・
夏
季
レ
ク
２
０
２
２

（
政
策
）

・
四
国
交
運
労
協
鉄
軌
道
部

会
に
よ
る
四
国
運
輸
局
要

請
行
動

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
安
全
対
策
委
員
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
Ｐ
Ｔ

・
組
織
担
当
者
会
議

【
議
事
】

①
２
０
２
２
年
度
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

②
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

の
開
催
に
つ
い
て

③
第
32
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

④
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

Ｗｅｂも活用し今後の運動を議論

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

【
申
第
４
号
に
関
わ
る

主
な
要
求
項
目
】

◆
提
言
（
素
案
）
を
踏
ま
え

た
組
合
員
の
「
安
心
」
実

現
の
推
進

◆
改
善
基
準
告
示
見
直
し
を

踏
ま
え
た
休
息
期
間
改
善

◆
保
存
休
暇
及
び
有
給
休
暇

改
善

◆
永
年
勤
続
表
彰
制
度
確
立

◆
55
歳
以
降
の
年
齢
給
支
給

率
の
見
直
し

◆
脳
検
診
定
期
化
、
人
間
ド
ッ

ク
補
助
の
実
施

◆
準
組
合
員
の
労
働
環
境
改

善

第
２
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

◆パートナー社員

（事務職等、駅勤務者（事務）、販売センター、ワープ支店等(四国)）の

基本賃金４，９５０ 円上積み！
◆サポーター社員（駅及びワープ支店勤務者等、事務職等）の

基本賃金３０ 円上積み！
適用ランクの一部改正「松山駅を特Ａランクに」！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
８
月

１
日
に
入
社
し
た
契
約
社
員

車
掌
新
規
採
用
者
全
員
の
加

入
を
達
成
。
新
た
に
17
名
の

な
仲
間
が
加
わ
っ
た
。

関
係
支
部
・
分
会
・
青
年

女
性
会
議
の
各
役
員
に
お
い

て
は
、
歓
迎
や
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

契
約
社
員
車
掌
17
名

全
員
加
入
を
達
成
!!

【
申
第
２
号
に
関
わ
る

主
な
要
求
項
目
】

◆
労
働
時
間
短
縮

◆
年
間
休
日
増

◆
時
間
外
労
働
の
平
準

化
及
び
月
45
時
間
以
上
を

超
え
た
場
合
の
割
増
率
の

増
額

◆
採
用
時
の
年
次
有
給
休
暇

付
与
日
数
増

◆
時
間
休(

年
休)

制
度
の
新

設
◆
有
給
休
暇
の
適
用
範
囲
の

改
善
・
拡
大

◆
保
存
休
暇
の
適
用
範
囲
拡

大
◆
65
歳
定
年
及
び
70
歳
ま
で

の
就
労
機
会
確
保
等
、
環

境
変
化
に
対
応
し
た
制
度

構
築
の
検
討

◆
55
歳
以
上
の
基
本
給
支
給

率
の
改
善
及
び
適
用
時
期

の
見
直
し

◆
技
能
、
職
務
手
当
の
新
設

及
び
増
額
並
び
に
支
払
い

基
準
の
拡
大

◆
育
児
や
介
護
、
治
療
支
援

等
、
多
様
な
働
き
方
の
新

設
・
職
場
環
境
の
拡
充

◆
制
服
損
耗
時
の
交
換
対
応

の
円
滑
化

◆
準
組
合
員(
エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員)

へ
の
期
末
一
時
金
の

係
数
撤
廃

◆
準
組
合
員
（
契
約
社
員
）

に
関
わ
る
諸
制
度
の
改
善
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各
支
部
定
期
大
会
は
、
８

月
26
日
の
本
社
支
部
を
皮
切

り
に
順
次
開
催
さ
れ
た
。

３
年
ぶ
り
に
移
動
制
限
の

な
い
夏
の
多
客
期
を
終
え
た

も
の
の
、
第
７
波
に
よ
る
感

染
拡
大
の
波
は
各
職
場
に
も

及
び
、
各
支
部
は
ど
う
大
会

を
運
営
す
る
か
、
各
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対

応
。
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

を
徹
底
し
つ
つ
、
参
集
の
規

模
等
を
変
更
し
な
が
ら
大
会

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

の
運
動
が
停
滞
し
て
い
な
い

こ
と
を
し
っ
か
り
と
組
合
員

に
示
し
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
各

支
部
委
員
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
日
々
業
務
に
全
力
で

取
り
組
む
組
合
員
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
取
り
組
み
や
組

織
の
充
実
・
強
化
、
労
働
環

境
改
善
、
政
治
・
政
策
活
動

へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
所
信
を
述
べ
た
。
ま
た
、

執
行
部
が
提
起
し
た
向
こ
う

一
年
間
の
活
動
方
針
等
に
つ

い
て
、
代
議
員
か
ら
方
針
等

を
補
強
す
る
発
言
が
出
さ
れ

る
と
と
も
に
、
「
私
た
ち
が

考
え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ

四
国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人

財
確
保
』
（
素
案
）
」
及
び

来
年
７
月
の
交
運
共
済
契
約

移
転
に
係
る
質
疑
も
。
支
部

執
行
部
の
丁
寧
な
答
弁
を
経

て
、
活
動
方
針
等
は
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
山
積
す

る
諸
課
題
に
対
し
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
明

る
い
未
来
を
目
指
す
た
め
、

各
支
部
委
員
長
に
よ
る
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

［
主
な
質
疑
］

◆
新
人
事
賃
金
制
度
に
つ

い
て
、
早
期
に
議
論
を
始
め

る
べ
き
。
物
価
上
昇
等
に
ベ

ア
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

◆
２
０
２
２
春
闘
交
渉
に

お
い
て
会
社
が
前
向
き
な

検
討
を
表
明
し
た
年
間
休

日
増
の
実
施
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

◆
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・

高
揚
の
た
め
に
も
、
賃
金

の
改
善
を
お
願
い
す
る
。

◆
交
運
共
済
の
契
約
移
転
に

つ
い
て
、
詳
細
が
決
定
次
第
、

速
や
か
な
情
報
の
周
知
・
共

有
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
人
財
確
保
に
む
け
た
提

言
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
不

安
を
払
拭
し
て
生
き
生
き
と

働
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
青
女
世
代
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
方
策
等
も

記
載
さ
れ
る
と
組
合
活
動
に

活
発
的
に
参
加
・
発
言
し
て

も
ら
え
る
と
考
え
る
。

８
月
19
日
（
金
）
15
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議

室
に
お
い
て
「
教
育
・
広
報

委
員
会
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で

開
催
し
た
。

議
事
で
は
、
経
過
報
告
の

後
、
今
年
度
の
取
り
組
み
を

提
起
。

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

①
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

の
発
掘
・
育
成
、
②
各
級
機

関
組
合
員
へ
の
実
践
教
育
の

推
進
、
③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運

動
の
実
践
と
継
承
、
を
重
点

テ
ー
マ
と
し
て
教
育
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
組
織
の
強
化

に
つ
な
が
る
よ
う
基
本
組
織

と
の
連
携
を
意
識
し
た
内
容

で
の
開
催
や
支
部
・
分
会
に

お
け
る
教
育
活
動
の
活
性
化

に
向
け
て
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

い
か
に
し
て
組
合
員
に
取
り

組
み
の
内
容
を
認
知
さ
せ
る

か
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
新
聞
や

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス
及

び
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
紙
面
構
成
を
心

掛
け
る
と
と
も
に
、
昨
秋
よ

り
運
用
を
開
始
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
更
な

る
活
用
も
行
い
、
組
合
員
へ

の
発
信
力
を
強
め
る
こ
と
と

し
た
。

続
い
て
「
サ
ー
ク
ル
協
議

会
運
営
委
員
会
」
を
開
催
。

議
事
で
は
、
経
過
報
告
に
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
サ
ー
ク

ル
活
動
の
実
施
状
況
を
踏
ま

え
、
各
支
部
に
サ
ー
ク
ル
費

の
補
助
を
行
っ
た
こ
と
を
報

告
。
そ
の
後
、
大
会
方
針
で

掲
げ
た
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
活

動
の
目
的
を
再
認
識
し
、
今

年
度
取
り
組
む
本
部
主
催
行

事
に
つ
い
て
確
認
。
ゴ
ル
フ

大
会
を
今
年
も
開
催
す
る
ほ

か
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に

替
わ
る
行
事
と
し
て
ド
ッ
ジ

ビ
ー
大
会
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
た
。

９
月
９
日
（
金
）
15
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
部
会
三
役
会
議
」

を
開
催
し
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の
答

申
策
定
等
の
活
動
経
過
を
確

認
し
た
後
、
今
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
し
、
営

業
・
運
転
・
工
務
・
事
業
開

発
の
各
部
会
が
自
主
的
に
活

動
し
、
安
全
最
優
先
の
職
場

風
土
を
構
築
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
職
場
の
専
門

的
課
題
を
答
申
書
に
取
り
ま

と
め
、
経
営
協
議
会
等
を
通

じ
て
会
社
施
策
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
本
部
定
期
大
会
で
提
起

し
た
提
言
（
素
案
）
に
関
す

る
意
見
交
換
を
実
施
。
出
席

し
た
役
員
は
、
各
系
統
の
知

見
に
基
づ
き
、
働
き
方
の
改

善
や
系
統
毎
の
実
情
に
合
わ

せ
た
労
働
環
境
改
善
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ

し
た
。

８
月
８
日
（
月
）
〜
９

日
（
火
）
に
連
合
２
０
２

２
平
和
行
動
ｉ
ｎ
長
崎
が

長
崎
市
内
各
地
で
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
本

部
青
年
女
性
会
議
の
近
藤
事

務
長
、
土
井
常
任
委
員
の
２

名
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
と
と
も
に
参
加
し

た
。８

日
に
は
「
連
合
２
０
２

２
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」
が
、

翌
９
日
に
は
「
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー

ク
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

平
和
行
動
を
通
じ
て
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
想
い
や
平

和
の
尊
さ
を
分
か
ち
合
っ
た
。

連
合
２
０
２
２
平
和
行
動

は
、
６
月
23
日
（
木
）
に
沖

縄
、
８
月
５
日
（
金
）
〜
６

日
（
土
）
に
広
島
、
９
月
11

日
（
日
）
に
根
室
で
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｒ
連
合
や

各
単
組
が
参
加
し
て
い
る
。

四
国
地
方
交
通
運
輸
産
業

労
働
組
合
協
議
会
（
四
国
交

運
労
協
）
は
、
７
月
27
日

（
水
）
10
時
30
分
か
ら
鉄
軌

道
部
会
が
、
同
日
15
時
30
分

か
ら
バ
ス
部
会
が
、
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
合
同
庁
舎
に
て
四
国

運
輸
局
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ

た
。冒

頭
、
各
部
会
長
か
ら
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
公
共

交
通
事
業
者
が
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
現
状
を
伝
え
、

「
地
域
の
足
を
守
る
た
め
に

も
行
政
か
ら
の
適
切
な
支
援

が
必
要
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
要
請
の
主
旨
を
説
明
し

た
。
こ
れ
に
対
す
る
四
国
運

輸
局
の
回
答
を
受
け
、
質
疑

を
経
て
、
支
援
の
拡
充
が
必

要
な
現
況
を
訴
え
た
。

支
部
定
期
大
会
開
催
！

要
請
書
を
手
交
す
る

石
川
鉄
軌
道
部
会
長(

右)

ＪＲ連合賃金実態調査
を実施

みなさんのご協力を
お願いします！

①対象者：全組合員
※出向以外の休職者・
準組合員を除く

②対象賃金：
２０２２年９月分の

月例賃金
※９月2２日支給分の
給与明細書による

③集約日：

１０月４日（火）

本部必着！！

ＪＲ四国労組新聞やＪＲ四国
労組ニュース等の配信情報、

ＨＰの更新情報が届く

【 LINE
公式アカウント 】

の友だち登録は

↓こちら↓

連
合
平
和
行
動
に
参
加

委
員
と
し
て
現
状
を
訴
え
る

上
田
自
動
車
支
部
執
行
委
員
長

９月２日(金) ホテルサンルート松山にて ９月３日(土) ホテルアネシス瀬戸大橋にて

９月４日(日) 高知城ホールにて ９月７日(水) ＪＲホテルクレメント徳島にて

９月６日(火) ホテルアネシス瀬戸大橋にて ８月２６日(金) 高松東急ＲＥＩホテルにて

平和の尊さを再確認 各部会の今後の取り組みを共有

組合員にとって何が最善か熱く議論


